
問

学
校
適
正
配
置
基
本

計
画
（
統
合
）
の
対
象
校

で
あ
る
加
茂
小
学
校
に
つ

い
て
、
加
茂
地
区
懇
談
会

は
平
成

年
６
月
か
ら
検
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討
を
続
け
、
昨
年

月
に

3

「
統
合
や
む
な
し
」
と
苦

渋
の
決
断
を
し
、
同

月
10

に
統
合
相
手
校
を
「
大
山

小
学
校
」
と
し
た
。

月
の
事
前
協
議
会
、

11月
の
第
３
回
地
域
検
討

12委
員
会
が
開
か
れ
、
統
合

時
期
に
つ
い
て
、
加
茂
地

区
か
ら
示
さ
れ
た
「

年
29

４
月
」
と
い
う
の
が
「
既

成
事
実
」
に
な
っ
た
感
じ

に
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
話
し
合
い
が
さ
れ
、

正
式
な
承
認
に
つ
い
て
は

い
つ
行
う
の
か
。

教
育
長

加
茂
地
区
に
お

け
る
２
年
余
り
の
検
討
期

間
の
長
さ
が
、
課
題
の
大

き
さ
、
協
議
の
困
難
さ
を

物
語
っ
て
い
る
。
加
茂
地

区
の
関
係
者
が
、
次
代
を

担
う
子
供
た
ち
の
学
習
環

境
を
第
一
に
考
え
た
結

果
、
長
年
慣
れ
親
し
ん
だ

学
校
を
閉
じ
る
と
い
う
決

断
を
下
さ
れ
た
。

統
合
時
期
は
、
当
初
想

定
よ
り
１
年
遅
れ
る
こ
と

に
な
る
が
、
十
分
な
交
流

期
間
を
へ
て
統
合
を
希
望

す
る
保
護
者
の
強
い
要
望

を
踏
ま
え
、
教
育
委
員
会

と
し
て
は
加
茂
地
区
の
結

論
を
尊
重
す
る
。

今
後
の
予
定
は
、
大
山

地
区
へ
の
説
明
と
意
向
確

認
後
、
時
期
は
未
定
な
が

ら
次
回
の
第
４
回
検
討
委

員
会
に
報
告
し
「
加
茂
小

学
校
・
大
山
小
学
校
学
校

再
編
計
画
」
の
承
認
を
も

っ
て
、
平
成

年
４
月
の

29

両
校
の
再
編
統
合
が
決
定

す
る
運
び
と
な
る
。

問

１
月

日
の
大
山
地

29

区
説
明
会
で
は
経
過
と
今

後
の
進
め
方
に
つ
い
て
報

告
が
さ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
「
対

等
統
合
の
意
味
、
い
っ
た

ん
大
山
小
も
閉
校
し
、
新

小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る
こ
と
へ
理
解
が
さ
れ

て
い
な
い
」
「
２
年
半
か

け
た
加
茂
の
人
た
ち
の
話

し
合
い
の
期
間
や
機
会
に

比
べ
、
大
山
は
少
な
い
」

な
ど
の
声
が
あ
が
っ
た
。

「
対
等
統
合
」
と
い
う

こ
と
で
、
大
山
小
１
４
０

年
の
歴
史
に
い
っ
た
ん
幕

を
下
ろ
す
「
苦
渋
の
決
断
」

を
せ
ま
る
も
の
で
、
そ
の

合
意
の
た
め
に
は
、
経
過

と
進
め
方
の
周
知
と
丁
寧

な
説
明
、
時
間
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
。

教
育
長

今
次
の
学
校
適

正
配
置
は
対
等
統
合
を
基

本
方
針
と
し
、
互
い
に
旧

校
を
一
旦
「
閉
校
」
し
、

双
方
の
児
童
が
新
し
い
気

持
ち
で
、
と
も
に
新
校
の

歴
史
と
伝
統
を
築
き
あ
げ

て
い
け
る
よ
う
、
統
合
校

は
新
設
と
い
う
方
針
を
と

っ
て
い
る
。

未
だ
周
知
不
足
と
の
指

摘
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

層
の
理
解
を
得
る
た
め
、

統
合
へ
の
考
え
方
を
わ
か

り
や
す
く
整
理
し
た
チ
ラ

シ
等
を
配
布
す
る
ほ
か
、

住
民
を
対
象
と
す
る
３
度

目
の
地
域
説
明
会
を
予
定

し
て
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
や
同
窓
会
な
ど

個
別
組
織
に
対
し
て
も
引

き
続
き
丁
寧
な
説
明
に
努

め
る
。（

２
面
に
つ
づ
く
）
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９
日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
第
５
中
学
校
区
学
校

適
正
配
置
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
③
住
宅
困
窮
者

の
住
宅
環
境
整
備
に
つ
い
て
取
り
上
げ
ま
し
た
。

加
茂
小
・
大
山
小
統
合
、
住
民
理
解
を

日本共産党演説会
３月２１日（土）午後２時～
出羽庄内国際村

党鶴岡地区県政対策委員長 衆議院議員

関とおる 高橋ちづ子

ギ
ー
は
地
域
の
貴
重
な
資
源
で
あ
り
、

そ
の
活
用
で
新
た
な
産
業
と
雇
用
を
生

み
出
せ
る
と
提
起
し
て
き
ま
し
た
。

Ｈ

年
６
月
議
会
に
は
、
国
へ
の
意

23

見
書
も
提
案
、
全
会
一
致
で
採
択
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

市
は
Ｈ

年
、
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル

25

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
、
様
々
な
具

体
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

原
発
再
稼
働
ノ
ー

一
方
、
安
倍
政
権
は
原
発
再
稼
働
の

道
を
突
き
進
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
と
相
反

す
る
「
こ
の
道
」
に
対
し
て
、
鶴
岡
で

も
毎
月
「
脱
原
発
行
動
」
が
お
こ
な
わ

れ
て
い
ま
す
。

私
も
共
に
た
か
い
な
が
ら
、
県
の
施

策
と
し
て
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活

用
を
大
い
に
推
進
し
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を

最
近
、
「
櫛
引
南
工
業
団
地
に
あ
る

材
木
の
山
は
何
か
？
」
と
訊
か
れ
ま
す
。

（
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
用
に
ス
ト
ッ

ク
さ
れ
た
間
伐
材
で
す
）

県
が
「
民
間
企
業
と
共
同
出
資
し
て
、

地
域
電
力
会
社
を
設
立
す
る
」
と
い
う

計
画
を
県
議
会
に
提
案
し
た
こ
と
に
つ

い
て
も
良
く
尋
ね
ら
れ
ま
す
。

こ
の
計
画
の
是
非
は
後
に
し
ま
す

が
、吉
村
県
政
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、

災
害
時
に
も
対
応
で
き
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
地
産
地
消
体
制
構
築
と
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
産
業
振
興
を
目
標

と
す
る
も
の
で
、
福
島
第
１
原
発
事
故

の
教
訓
か
ら
、
「
卒
原
発
を
め
ざ
す
べ

き
」
と
い
う
認
識
も
含
め
て
、
方
向
性

は
賛
成
で
き
る
も
の
で
す
。

市
政
か
ら
県
政
へ

私
は
市
議
会
で
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル



土木課入札結果（ ）内は予定価格
3月5日入札分

・鶴岡公園新形町線道路改良工事(債務負担行為)（若葉町地内）
(有)花正建設 7,090,000円（7,355,000円）工期～6/30（落札率96.4％）
・島堰下水路新設工事(債務負担行為)（千石町・城南町地内）
マルカメ(有) 3,490,000円（3,693,000円）工期～6/26（落札率94.5％）
・伊勢横内９号線道路改良工事(債務負担行為)（伊勢横内地内）
(有)金峰造園土木 2,740,000円（2,758,000円）工期～6/15（落札率99.3％）

防災安全課入札結果（ ）内は予定価格
3月5日入札分

・市防災行政無線整備工事（鶴岡市内一円）
(株)ハムシステム庄内 395,000,000円（397,064,000円）

工期～28/3/18（落札率99.5％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
3月5日入札分

・落合地区排水路整備工事(債務負担行為)（下名川地内）
斎藤建設(株) 7,940,000円（8,217,000円）工期～7/10（落札率96.6％）

。

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

住
民
登
録
を
し
て
い

る
全
て
の
国
民
に
番
号
を

付
け
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
が
来
年
１
月
か
ら

実
施
さ
れ
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会

保
障
、
税
、
災
害
対
策
に

関
す
る
行
政
手
続
き
に
し

か
使
わ
な
い
と
し
て
い
る

が
、
将
来
的
に
は
、
病
歴

等
の
医
療
情
報
な
ど
も
検

討
課
題
と
さ
れ
て
い
る
。

市
民
に
と
っ
て
は
「
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
」「
な

り
す
ま
し
」
な
ど
危
険
性

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

会
社
員
は
、
本
人
と
扶

養
家
族
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

の
会
社
へ
の
届
け
出
が
必

要
に
な
る
。
会
社
に
は
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
管
理
な

ど
、
新
た
な
責
任
が
発
生

す
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
窓
口

で
の
届
出
な
ど
で
、
「
ナ

ン
バ
ー
忘
れ
」
「
カ
ー
ド

紛
失
」
な
ど
に
よ
る
サ
ー

ビ
ス
の
遅
れ
、
低
下
を
招

か
ぬ
よ
う
な
対
応
、
周
知

は
ど
う
す
る
の
か
。

企
画
部
長

市
の
関
連
で

は
、
個
人
番
号
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
）
を
扱
う
業
務
は

業
務
、
情
報
照
会
が

24
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項
目
、
情
報
提
供
が
１
２

５
項
目
と
さ
れ
て
い
る
。

個
人
情
報
の
一
元
管
理

は
行
わ
ず
、
各
行
政
機
関

等
が
管
理
す
る
方
式
を
採

用
し
て
い
る
。

情
報
連
携
を
行
う
際
に

つ
い
て
は
個
人
番
号
を
用

い
ず
、
個
人
情
報
が
漏
れ

た
場
合
も
、
個
人
の
特
定

を
不
可
能
に
し
て
い
る
。

市
の
安
全
対
策
と
し

て
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策

の
組
織
体
制
や
職
員
の
遵

守
事
項
等
を
策
定
す
る
。

今
年

月
に
「
通
知
カ

10

ー
ド
」
と
い
う
紙
製
の
カ

ー
ド
で
各
自
の
個
人
番
号

を
通
知
。
来
年
１
月
か
ら

行
政
サ
ー
ビ
ス
・
窓
口
で

の
利
用
が
開
始
さ
れ
、
源

泉
徴
収
に
か
か
る
申
告
書

や
社
会
保
障
関
連
の
申
請

に
個
人
番
号
の
提
示
や
記

載
が
必
要
。

市
と
し
て
は
２
月
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ

を
掲
載
し
、
市
広
報
に
よ

り
制
度
の
周
知
を
行
う
。

必
要
に
応
じ
て
「
出
前

説
明
会
」
の
実
施
や
、「
専

用
窓
口
」
の
開
設
も
検
討

し
た
い
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
へ
の
対
応
、
周
知
は

を
断
ち
切
る
対
策
が
必
要

と
考
え
て
い
る
。

４
月
か
ら
の
自
立
相
談

支
援
事
業
の
実
施
を
通
じ

て
ニ
ー
ズ
を
注
視
し
今
後

の
取
組
み
を
考
え
た
い
。

特
養
増
設
、
介
護
保
険

料
・
利
用
料
の
減
免
を

来
年
度
以
後
、
特
養
入

所
が
原
則
要
介
護
３
以
上

に
限
定
さ
れ
た
が
、
特
例

入
所
も
あ
り
影
響
は
な
い

と
考
え
る
。

特
養
整
備
は
、
第
６
期

計
画
で
特
養

床
、
高
齢

91

者
認
知
症
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム

床
を
整
備
、
小
規
模

72
多
機
能
居
宅
介
護
５
事
業

所
を
計
画
。
あ
る
程
度
充

足
す
る
と
考
え
る
。

保
険
料
は

％
の
上
げ

16

幅
と
な
る
が
、
負
担
と
給

付
の
関
係
は
堅
持
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
低
所
得

者
の
保
険
料
率
の
引
き
下

げ
や

段
階
に
細
分
化
し

12

負
担
を
抑
え
て
い
る
。
利

用
者
負
担
軽
減
も
市
独
自

の
対
象
サ
ー
ビ
ス
拡
大
、

公
費
に
よ
る
軽
減
制
度
の

中
で
対
応
す
る
。

国
庫
負
担
は
今
制
度
改

革
で
大
幅
な
も
の
と
な
っ

て
お
り
円
滑
に
進
む
よ
う

取
り
組
む
。

国
保
、
広
域
化
反
対
・

市
民
負
担
の
軽
減
を

医
療
費
の
増
大
が
見
込

ま
れ
る
中
で
、
医
療
保
険

制
度
の
あ
り
方
を
考
え
け

ば
被
用
者
保
険
を
合
わ
せ

た
運
営
が
必
要
。
都
道
府

県
の
広
域
化
を
全
国
一
本

化
に
向
け
た
過
程
と
し
て

捉
え
推
進
す
る
。

国
庫
負
担
増
に
つ
い
て

は
、

年
度
に
１
７
０
０

27

億
円
、

年
度
か
ら
３
４

29

０
０
億
円
の
公
費
投
入
が

合
意
さ
れ
て
お
り
注
視
し

て
い
く
。

一
般
会
計
で
国
保
会
計

の
負
担
を
肩
代
わ
り
す
る

こ
と
は
出
来
な
い
と
考
え

て
い
る
。

戦
後

年
に
ふ
さ
わ
し

70

い
平
和
事
業
を

平
成

年
に
「
平
和
都

23

市
宣
言
」
を
行
い
「
平
和

首
長
会
議
」
に
加
盟
し
た
。

毎
年
終
戦
記
念
日
前
後
に

「
戦
争
と
平
和
の
資
料
展
」

を
開
催
し
て
い
る
。
平
素

か
ら
継
続
し
て
事
業
を
行

う
こ
と
が
大
切
と
考
え
る

前
号
に
掲
載
し
た
加
藤

太
一
議
員
の
総
括
質
問
に

対
す
る
市
当
局
の
答
弁
は

次
の
通
り
で
す
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
、
消
費

税
、
地
域
経
済
に
つ
い
て

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
一
定

の
効
果
が
現
れ
て
い
る
。

消
費
税
は
持
続
的
な
社

会
保
障
制
度
の
た
め
に
不

可
欠
な
財
源
で
、
増
税
は

国
会
で
既
に
議
決
さ
れ
て

お
り
重
く
受
け
止
め
る
。

国
の

年
度
補
正
予
算

26

で
地
方
の
好
循
環
に
向
け

た
緊
急
経
済
対
策
が
行
わ

れ
た
。
地
域
生
活
等
緊
急

支
援
の
交
付
金
活
用
が
本

市
の
経
済
回
復
に
寄
与
す

る
と
考
え
る
。

地
元
中
小
企
業
が
互
い

に
切
磋
琢
磨
し
連
携
、
取

引
拡
大
し
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
、
そ
の
環
境
を
整

え
て
行
く
。
地
元
資
源
を

活
用
し
た
商
品
開
発
な
ど

活
性
化
を
図
る
。

少
子
化
「
人
口
減
少
社

会
」
へ
の
対
応

働
く
環
境
の
改
善
は
、

労
働
契
約
法
・
労
働
者
派

遣
法
の
改
正
、
過
労
死
防

止
法
の
制
定
な
ど
改
善
が

図
ら
れ
て
い
る
。
非
正
規

か
ら
正
規
雇
用
へ
の
転

換
、
長
時
間
労
働
の
削
減
、

賃
金
引
き
上
げ
な
ど
啓

蒙
、
啓
発
に
努
め
る
。

子
ど
も
の
医
療
費
無
料

化
の
拡
大
は
県
に
制
度
拡

充
を
働
き
か
け
る
。

保
育
料
の
軽
減
は
総
合

的
に
検
討
を
進
め
る
。

学
校
給
食
費
無
料
化
は

現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

生
活
困
窮
者
へ
の
対
応

生
活
困
者
窮
自
立
支
援

法
に
基
づ
き
市
の
必
須
事

業
と
な
る
「
自
立
相
談
支

援
事
業
」
「
住
居
確
保
給

付
金
支
給
事
業
」
を
実
施

す
る
。
市
役
所
内
に
相
談

窓
口
を
設
置
し
、
窓
口
で

の
相
談
、
訪
問
に
よ
る
相

談
、
求
職
活
動
へ
の
同
行

な
ど
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

踏
み
込
ん
だ
支
援
を
行

う
。
こ
れ
ら
を
実
施
し
て

い
く
過
程
で
、
任
意
事
業

に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

つ
い
て
は
、
家
族
の
就
労

に
よ
る
経
済
的
な
安
定
と

子
ど
も
の
良
好
な
生
活
や

学
習
環
境
の
確
保
に
よ
り

「
貧
困
の
世
代
間
連
鎖
」


